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１．はじめに
本稿は、国語教科書における複合辞の使用実態調査に基づき、複合辞
に着目した国語教育の可能性について論じるものである。
複合辞とは、「いくつかの語が一まとまりになって、その一まとまり
が固有の『付属語』（辞）的な意味を担うものとして用いられる形式」
（山崎他 2001,p.1）である。「について」「かもしれない」等がその例
で、助詞・助動詞相当の機能を持つことから、「複合助辞」「複合助詞
／複合助動詞」ともいわれる（『日本語学研究事典』等）。複合辞は現
代日本語において多用されている。むろん、国語科の教科書においても、
複合辞にあたる表現が用いられている。次の（１）（２）は、『ひろが
る言葉 小学校国語 ５上』（2008，教育出版）に掲載されている文で
あるが、格助詞相当の「によって」や、可能の意味を表す助動詞相当の
「ことができる」が用いられている（以降、用例中の下線は筆者による）。 
（１）このように、地方によってちがった言葉が使われています。（p.16） 
（２）話し言葉では、話し方で気持ちを表すことができます。（p.78）  
しかし、現行の教科書においては、いわゆる学校文法の助詞・助動詞
という品詞の枠組みによる指導が中心であり、「複合辞」という概念は
積極的に扱われていない。そのため、例えば上述の複合辞「について」
は助詞「に」・動詞「つく」・助詞「て」に分割して扱わざるを得ない。
しかし、永野（1953,p.102）等が述べるように、複合辞は「単なる構成
要素のプラス以上の意味をもって」おり、「に」「つく」「て」それぞ
れの意味を理解しても、「について」の持つ「対象・関連を示す」（森
田・松木 1989，p.7）という機能の把握にはならない。さらに、「（の）
ではない」に対する「（ん）じゃない」のような縮約形が存在すること
は、複合辞が一まとまりで分割不可能な表現であることを示している。 
また、低学年の教科書では、「なにが、かくれて いるのでしょう。」
（『ひろがる言葉 小学校国語 １上』2009，教育出版 p.47）「おもい
1
だして みましょう。」（同 p.86）のように文節による分かち書きがな
されている。このような例について、山田（2004，p.145）は、「補助
動詞のような文法化によってもともとの意味を失った形式は、助動詞の
ように一語として扱い、分かち書きしないほうが意味はつかみやすくな
ります。」と述べるが、これも、複合辞が国語教育の場で重要視されて
いないことにより生じている問題の一つであろう。  
このような点から、国語教育の場への複合辞概念の導入は有意義だと
考えるが、その準備段階として、教科書に用いられている複合辞の実態
を把握する必要がある。その上で、一まとまりのものとして理解するこ
とが学習上特に効果的な複合辞について検討していくべきだと考える。 
そこで本稿では、従来学校文法に準拠した国語科の教育では軽視され
がちであった複合辞に焦点をあて、コーパスを利用して教科書での使用
実態を調査した上で、国語教育の場での複合辞指導の可能性を探りたい。 
２．先行研究および調査方法  
２．１．教育の場における複合辞の扱い 
国語教育における助詞・助動詞の扱いをみてみると、例えば現行の中
学校の学習指導要領には、「単語の活用について理解し，助詞や助動詞
などの働きに注意すること。」（第 2 学年〔伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項〕(1)-イ -(エ )）との記述がある。また文部科学省（2008）
『中学校学習指導要領解説 国語編』にも、「このような助詞や助動詞
を使うことによって，言語生活の上でお互いの伝え合いたい微妙なニュ
アンスを，相手によりよく伝えることができることに気付かせるよう指
導する。また，日常の言語活動を具体的に取り上げ，助詞や助動詞が文
脈の中でどのような働きをしているかに注意させ，話すこと・聞くこと，
書くこと及び読むことに役立たせるようにすることも大切である。」
（p.61）と、その重要性が明示されている。  
複合辞は、機能的にはこの助詞・助動詞に相当する。これを一まとま
りの形式として把握することで、文章の理解・作成をはじめとする言語
生活の中で役立つことも多いと思われる。実際、学習指導書には、教科
書本文への注釈として「『～のです。』が、筆者の考えを表す文末表現
であることを押さえたい。」（『小学校国語 学習指導書 三下 あお
ぞら』2011，光村図書出版 p.213）等という記述もみられる。  
国語教科書における語彙調査としては、国立国語研究所（2011）の「教
科書コーパス語彙表」がある iが、複合辞は検討されておらず、用いら
れている複合辞の全体像は明らかになっていない。日本語教育分野では、
文型辞典に多くの複合辞が掲載されているほか（森田・松木 1989 等）、
庵・山内編（2015）がコーパス等を利用して文法項目について検討して
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いる。また、用例をコーパスから抽出した「機能語用例文データベース 
はごろも」も公開されている（堀・李・長谷部 2016）。これら日本語
教育分野の研究でなされた複合辞の分析には、国語教育に応用できる部
分が多いが、基礎となる文法も学習者の年齢も異なることから、国語教
育の分野において重視すべき複合辞は別に考える必要がある。国語教育
の場において効果的な複合辞指導を目指すためには、大本となる国語教
科書での複合辞の使用実態調査を行うことが求められよう。  
２．２．調査資料について  
国立国語研究所の BCCWJ（現代日本語書き言葉均衡コーパス）には、
学校教科書のデータも収録されている。本稿では、国語教科書での実態
調査のためにこれを利用したい。具体的には、レジスターが「特定目的・
教科書」、ジャンルが「国語」に該当するデータ iiの調査を行う。2005
年・2006 年発行の小学校・中学校国語教科書および、2006 年・2007
年発行の高校国語教科書のデータが対象となる。国語教科書のデータ全
体の語数は、131001 短単位・111460 長単位 iiiとなっている（【表１】 
iv）。  
BCCWJ のデータはランダムサンプリングに
より集められており、教科書全文のうちの一部
のみが収められたデータである。そのため、【表
１】の通り学年により語数に違いがあり、小２の
教科書のデータが収められていない等、全用例を
調査できないという制約がある。また、該当デー
タは、機械による形態素解析がなされた後、人手
による修正が完全には施されていない「非コアデ
ータ」である。しかし、10 万語を超えるデータを
一律に調査できる資料であること、また、非コア
データの解析精度についても 98％以上である vことから、教科書におけ
る複合辞の使用実態の大枠を把握するのに適していると判断した。  
２．３．複合辞の抽出方法について  
BCCWJ の長単位データにおいては、複合辞が付属語として認められ
ている。例えば、「について」の品詞は「助詞 -格助詞」、「かもしれな
い」の品詞は「助動詞」となっている。本稿ではこの情報を利用し、上
述のコーパスの長単位データから、品詞が「助詞」「助動詞」であるも
のを取り出し、そのうち 2 短単位以上で構成されているものを「複合助
詞」「複合助動詞」とし、調査対象とした。  
複合辞の定義・判定には幅があり得るが、BCCWJ においては助詞相
当句が 79 語、助動詞相当句が 57 語と認定されている vi。小椋他（2011，
語数（長単位）
小１ 750
小３ 5132
小４ 4367
小５ 5224
小６ 10984
中１ 8501
中２ 8012
中３ 4531
高 63959
総計 111460
【表１ 学年別語数】  
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pp.28-32）によると、BCCWJ においては、a.グループ・ジャマシイ（1998）
や森田・松木（1989）等の「先行研究における扱い」b.「BCCWJ にお
ける頻度」c.「機能的用法の割合」d.自動解析の精度を保つための「判
別の難易度」等を検討した上で複合辞が選定されており、ひとまず妥当
なものと考える。BCCWJ において認定されている複合辞以外にも、国
語教育の場において有用な表現がないか調査する必要はあるが、本稿で
は大規模なデータにおける複合辞の出現状況の全体像を把握すること
を優先し、BCCWJ の複合辞の情報を元に議論を進めることとしたい。  
３．小学校国語教科書における複合辞  
小学校国語教科書における複合助詞・複合助動詞の学年別用例数を
【表２】【表３】に示す。  
【表２ 小学校国語教科書における複合助詞】  
複合助詞にあたるもの
として【表２】 viiの 17 語
がみられた。最も多くみら
れる複合助詞は「という」
で、ついで「について」「に
よって」「として」「ために」
の順となっている。また、
複合助動詞にあたるもの
として【表３】の 33 語が
みられた。最も多くみられ
るのが「ている」であり、
ついで「のだ」「てみる」
「のです」「てくる」「てしまう」「てある」「てくれる」「ていく」の順
となっている。【表１】の通り、各学年でデータサイズが異なるため、
学年ごとの用例の増減を論ずることは難しいが、小１の教科書において
は複合助詞の例がなく、複合助動詞も 2 例のみであるが、小３以降各学
年において多くのバリエーションと用例がみられる。  
以降、用例をみていく。用例の後に BCCWJ におけるサンプル ID・連
番・書名／出典・出版年の情報を（ ）に入れて示す viii。  
複合助詞については、「という」「によって」「にとって」等格助詞相
当のもの、「ために」「ものの」等接続助詞相当のものが大半である ix。
これらの表現は、説明文において多用されている。  
（３）三つの病院は、同じ大きさで、どれも同じように大切だという
ことが書かれている。（OT01_00004 28640 国語  六下  希望 
2006 年）  
複合助詞 小1 小3 小4 小5 小6 総計
という 14 10 17 24 65
について 9 19 4 14 46
によって 2 3 5 10
ために 2 1 2 3 8
ための 1 1 1 3
ものの 1 1 2
にとって 2 2
に対して 1 2 3
だけでなく 1 2 3
に関する 1 1
として 5 5 10
をもって 1 1
とはいえ 1 1
による 2 2
に対する 1 1
にしても 1 1
につれ 1 1
総計 0 29 39 36 56 160
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（４）読み取ったことは、右のように、知らせる目的によって、ちが
う分け方や形にまとめ直すことができます。（ OT01_00006 
13180 国語  四下  はばたき  2006 年）  
（５）送りがなは、意味を正しくつたえるために大切なはたらきをし
ています。（OT01_00015 21120 国語  三下  あおぞら  2006 年）  
また、BCCWJ の中でも白書や法律のような硬質な資料に比較的多く
用いられる「に関する」が小４、「による」が小６でみられる x。  
（６）津波や洪水、地震と、次々に災害にみまわれた年だった。六月、
三陸大津波。七月、大雨による洪水。（OT01_00004 18430 国
語  六下  希望  2006 年）  
【表３ 小学校国語教科書における複合助動詞】  
複合助動詞のうち、「て
いる」「てくる」「てしまう」
「ていく」のようなアスペ
クト形式は、小３から小６
に至るまで多く用いられ
ている。「ている」は、（７）
のような物語文にも、（８）
のような説明文にも用い
られている。「てくる」「て
しまう」「ていく」も同様
に、物語文・説明文のいず
れにおいても用いられる
表現である。  
また「てみる」は、72
例中 50 例が、（９）のよ
うに「～て（で）みよう。」
「～てみましょう。」の形
であり、その多くが児童に
課題を提示する文である。 
 
 
（７）おじいさんは、こしを下ろしてひと息入れながら、美しいなが
めにうっとりしていました。（OT01_00017 2940 国語  三上  わ
かば  2006 年）  
（８）米から作られる食品には、いろいろなしゅるいのものがありま
す。まず、みんながよく知っているもちです。（OT01_00015  
複合助動詞 小1 小3 小4 小5 小6 総計
のだ 1 9 8 16 47 81
のです 1 7 12 9 29 58
ている 49 56 66 125 296
てある 11 7 1 19
てみる 9 13 17 33 72
てくる 7 9 12 28 56
てしまう 4 3 4 13 24
ていく 2 3 3 8 16
ことができる 2 3 1 5 11
ことにする 2 1 2 5
ことがある 2 1 1 2 6
ておく 2 9 3 14
ことになる 2 1 3
てくれる 1 4 4 8 17
てもいい 1 1 3 5
てもらう 2 5 2 9
てくださる 2 2 1 5
である 1 5 5 11
こともある 1 2 3
たらいい 3 3
ではない 2 8 10
てやる 2 3 5
のである 2 2
かもしれません 2 2
かもしれない 1 2 3
でない 1 2 3
てほしい 1 1 2
ていただく 1 1 2
ておる 1 1
のではない 4 4
なければならない 3 3
ばいい 2 2
てらっしゃる 1 1
総計 2 110 127 173 342 754
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16820 国語  三下  あおぞら  2006 年）  
（９）泣いたときのことを思い出して、詩や文章に書いてみよう。
（OT01_00012 760 国語  五上  銀河  2006 年）  
高学年の教科書では、（10）（11）にみられる「のである」「なけれ
ばならない」のような説明・考えを述べる表現や、（12）のような敬語
表現が用いられている。なお、敬語表現としては、「てくださる」が小
４、「ていただく」が小５、「てらっしゃる」が小６でみられる。  
（10）つまり、尊敬語やけんじょう語を用いた表現に改めるのである。
（OT01_00032 9280 国語  五下  大地  2006 年）  
（11）力を合わせるには、たがいにやさしい心が通い合っていなけれ
ばならない。（OT01_00004 24510 国語  六下  希望  2006 年） 
（12）わたくしたちの星の技術を利用していただけるかもしれません。 
（OT01_00032 11420 国語  五下  大地  2006 年）  
前述のとおり、BCCWJ のサンプリングにもれた箇所に複合辞が掲載
されている可能性はあるが、小学校国語教科書においても少なくとも中
学年以降、多様な複合辞が用いられていることがわかる。アスペクト形
式や基本的な断定の表現等は比較的低い学年からみられ、学年があがる
につれ硬質な表現や敬語等がみられる傾向がある。  
４．中学校・高等学校国語教科書における複合辞  
中学校・高等学校国語教科書における複合助詞・複合助動詞の学年別
用例数を【表４】に示す。  
中学校以降の教科書にみられる複合助詞のうち、小学校教科書にみら
れなかったものは、「といった」「によると」「上で」「としたら」「とと
もに」「といえども」「によれば」「における」「において」「にせよ」「に
至るまで」「際に」「たところ」「とすれば」「により」「としても」「をは
じめ」「からして」「からすれば」「からといって」「からには」「といっ
ても」「と同時に」「にあたり」「にしたがって」「にしては」「にも関わ
らず」「にわたって」「にわたる」「に際して」「を通じて」である。一方、
中学校以降の教科書にみられる複合助動詞のうち、小学校教科書にみら
れないものとして、「ことはない」「に違いない」「でもある」「ざるを得
ない」「までもない」「てはならない」「つつある」「しかない」「に過ぎな
い」「てはいけない」「にほかならない」「わけにはいかない」がある。  
これらの複合辞は、説明文や作品末尾の解説・注釈を中心に用いられ、
物語・小説の例についても、近代文学等硬質な文章のものが多い xi。  
（13）物質と情報のあいだにあるもの、具体的には読書における身体
性と知識の習得との関係である。（OT03_00019 20350 現代文 
教育出版株式会社  2007）  
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（14）新古今和歌集 第八番目の勅撰和歌集。二十巻。千二百五年（元
久二）に成立。後鳥羽院の院宣により、源通具・藤原有家・藤
原定家・藤原家隆・藤原雅経・寂蓮の六人が撰んだ。（OT03_00016 
13290 高等学校  古典  古文編  第一学習社  2006 年）  
（15）一度だって、暗い疑惑の雲を、お互い胸に宿したことはなかっ
た。（OT02_00020 38590 国語２  光村図書出版株式会社  2005
年）※『走れメロス』の例  
【表４ 中学校・高等学校国語教科書における複合助詞・複合助動詞】  
 
   ※表内の網掛の語は、小学校国語教科書のデータにみられなかったもの  
複合助詞 中1 中2 中3 高校 総計 複合助動詞 中1 中2 中3 高校 総計
という 28 14 34 209 350 ている 75 65 67 773 980
について 16 5 3 57 127 である 21 22 32 292 367
によって 13 3 6 37 69 のだ 19 50 14 252 335
として 9 12 10 98 139 てみる 17 21 12 206 256
ために 7 3 28 46 ことができる 11 11 7 18 47
にとって 6 1 12 21 てくる 8 11 3 59 81
に対して 4 1 4 13 25 のです 8 5 5 18 36
による 3 11 16 ておく 6 2 11 19
に対する 2 1 36 40 てくれる 5 20 24 49
ための 2 8 13 こともある 5 1 1 8 15
にしても 2 8 11 てくださる 4 8 1 5 18
に関する 1 1 1 2 6 かもしれない 4 1 3 16 24
といった 1 1 12 14 ことがある 4 1 8 13
だけでなく 1 1 5 てしまう 3 5 63 71
によると 1 3 4 てある 3 1 1 24 29
上で 1 1 2 なければならない 3 20 23
につれ 1 2 てもいい 3 7 10
としたら 2 5 7 ことにする 3 1 4
とともに 2 2 ていく 2 8 3 49 62
をもって 1 4 6 ておる 2 4 16 22
といえども 1 1 ことはない 2 1 2 3 8
によれば 1 5 6 のではない 2 25 27
における 9 9 ではない 1 9 3 65 78
において 7 7 のである 1 6 6 69 82
にせよ 5 5 でない 1 3 1 15 20
に至るまで 4 4 ことになる 1 1 6 20 28
際に 4 4 に違いない 1 1 2 4
たところ 3 3 てほしい 1 1 1 3
とすれば 3 3 ていただく 1 1 1 3
により 3 3 てもらう 1 14 15
としても 2 2 たらいい 1 3 4
をはじめ 2 2 でもある 1 2 3
ものの 1 3 かもしれません 1 1
とはいえ 1 2 ざるを得ない 1 1
からして 1 1 てやる 9 2 11
からすれば 1 1 ばいい 2 1 7 10
からといって 1 1 までもない 1 3 4
からには 1 1 てはならない 1 1
といっても 1 1 つつある 4 4
と同時に 1 1 しかない 2 2
にあたり 1 1 に過ぎない 2 2
にしたがって 1 1 てはいけない 1 1
にしては 1 1 にほかならない 1 1
にも関わらず 1 1 わけにはいかない 1 1
にわたって 1 1 総計 222 270 170 2113 2775
にわたる 1 1
に際して 1 1
を通じて 1 1
総計 98 45 63 607 973
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このように、中学校以降、説明文や硬質な文章において用いられるも
のを中心に、さらに多種多様な複合辞がみられる。このことから、文章
の難易度は、自立語のみならず、付属語相当の複合辞の難易度とも関連
があると考えられる。  
５．国語教育における複合辞指導の意義―「ではない」類を例に―  
これまで、教科書における複合辞の使用状況を確認してきたが、この
複合辞を国語教育の場で扱う意義を、具体例を示しながら述べたい。こ
こでは一例として、「ではない」類（以降、「ではない」「のではない」
および「でない」をまとめて「ではない」類とする）について、BCCWJ
にみられる小学校国語教科書の用例をもとに検討していく。  
複合助動詞「ではない」は、小５・小６に計 10 例、「のではない」は
小６のみに 4 例、「でない」が小５・小６に計 3 例みられるが（【表３】）、
高校教科書には「ではない」が 65 例、「のではない」が 25 例、「でない」
が 15 例みられ（【表４】）、使用数の順位がそれぞれ 6 位・10 位・19 位
となっている。特に「ではない」については、小学校では目立って多く
はないものの、高校では基本的なアスペクト形式や断定の表現と同等に
多用されるようになっており、最終的に高度な言語表現を行うために重
要な複合辞であることがうかがえる。以下、この「ではない」類のうち、
「ではないか」等の疑問・問いかけの形を除いた例についてみていく。 
 田野村（1990,p.83）は「のではない」について、「『βのではない』
という発言には、それに続いて（場合によっては、それに先立って）、
不適当なβに代わるべきβ ’が『β ’のだ』の形で示されることが多い。
もっとも、どのようなβ ’が考えられているかは明示されなくても、文の
意味や文脈、常識などから明らかなこともある。」とする。これまで「の
ではない」は、「のだ」の否定形式としてその意味機能が論じられるこ
と多かったが、小学校国語教科書においては、「のではない」のみなら
ず「ではない」自体も上述のような意味機能をもって用いられており、
また「のではない」以上に「ではない」が多用されているようである xii。  
 この「ではない」類について、小学校国語教科書における例をみると、
田野村（1990）の述べるように「不適当なβに代わるべきβ ’」が後に示
されることから、単なる前接情報の否定にはとどまらない機能を有して
いるようである。すなわち、今回の調査範囲では「ではない」類で文章
が終わることがなく、必ずしも「β’のだ」の形ではないが、「ではな
い」類に後接する要素（主に文）に、その前接情報と同等か、それ以上
に重要な情報が述べられているのである。  
（16）また、柿くらい食べさせてやってもいいではないかと思う人も
いるでしょう。今の日本には食べ物があふれるようにあります
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が、狂言の生まれた時代は、そうではなかったのです。柿の実
は大切な食料で、柿の持ち主はそれをとても大事にして、毎日
見回りに行っていたくらいなのです。（OT01_00002 11110 国
語  六上  創造  2006 年）  
（16）は、勝手に柿を食べてしまった山伏が、その持ち主に懲らしめ
られるという話の解説の一部である。ここで「ではない」は、具体的に
は“食べ物があふれるようにある”状態を否定している。しかし、話題の
中心は、柿を食べてしまった者を懲らしめた背景なのであり、「ではな
い」に後接する“柿の実は大切な食料である”という情報が、より重要な
意味を持っている。別の例をあげる。  
（17）狂言は、特殊な人の身の上に起こった特別の事件ではなく、だ
れの身にも起こり、だれもが経験しそうな出来事をえがいてい
ます。（OT01_00002 8580 国語  六上  創造  2006 年） 
（18）「かわせみだ。」子どもらのかには、首をすくめて言いました。
お父さんのかには、（略）、よくよく見てから言いました。「そ
うじゃない。あれはやまなしだ。流れていくぞ。ついていって
みよう。（OT01_00004 14480 国語  六下  希望  2006 年）  
（17）では、「ではなく」に後接する“（狂言は）誰の身にも起こり、
誰もが経験しそうな出来事をえがいている”という情報が重要である。
（18）では、「じゃない」により「そう」が指す「かわせみ」を否定し、
後接する文において、正しい情報である「やまなし」が提示されている。  
このように、「ではない」類の後接要素は、その前接要素以上に重要
な情報であることが多い。いわば消去法に基づく推論や論旨展開を行う
箇所であり（野矢 1997，p.119）、「ではない」以降の情報に着目する
ことが、文章の主旨を理解する手助けとなると考えられる。  
（19）ほら、そういうところがいやなんだ。ぼくはすねてるんじゃな
い。お父さんと口をききたくないのは、そんな子どもっぽいこ
とじゃなくて、もっと、こう、なんていうか、もっと―。
（OT01_00005 4050 国語  六上  創造  2006 年）  
（19）のように後接要素が明示されない例（田野村 1990、上述）もみ
られる。ここでは、“ぼくはすねているのではない”“口をききたくないの
は、そんな子どもっぽいことではない”という主張にかわるものは明示さ
れない。このような例では一見、「ではない」以降の情報に着目するこ
とに意味がないようにみえる。しかし、そこに明確な表現であらわせな
い心情が存在していることがみてとれる。表現の理解においては、むし
ろそれを読みとることが大事なのではないか。  
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このように、「ではない」「のではない」「でない」という複合助動
詞に着目することは、文章における重要箇所の把握と主旨の理解につな
がると考えられる。一方、このような性質をおさえた上で、「ではない」
類を用いた文を作成する学習活動も有効だろう。例えば、「私は子ども
ではない。」「失敗が問題なのではない。」のような文を示し、それに
後接する文を考えるよう指導するのである。これは、「ではない」を用
いて自らの考えを効果的に表現する練習となろう。加えて「私は子ども
ではない。｛大人／高校生／親｝だ。」のような文を検討することは、
対義表現や語彙体系、論理的思考力の理解・習得にもつながると考える。 
６．おわりに  
本稿では、国語教育の場への複合辞指導の導入を検討するにあたり、
国語教科書での複合辞の使用状況を BCCWJ のデータを用いて調査し、
学校教育の中で積極的に扱われてこなかった複合辞が、少なくとも小学
校中学年以降の教科書において多用されていることを明らかにした。ま
た、「ではない」類を例に、複合辞形式に注目することが文章理解の手
掛かりとなりうることを確認し、作文指導等への応用の可能性を示した。 
日本語教育の場とは異なり、国語教育の場においては、複合辞を明示
的にとりあげずとも、文意を理解することは難しくないと思われる。し
かし上述の通り、複合辞に着目することが文章における重要箇所把握の
手掛かりともなり、またこれらの形式を適切に使用することが、自らの
考えを効果的に表現することにつながる。このような複合辞を国語教育
の中で積極的に扱う意義は大いにあると考える。  
本稿でみた「ではない」類の他にも、指導上重要となりうる複合辞と
して、論説文や意見文に頻出する「のである」「なければならない」の
ような形式や、論理関係を的確に示す「に対し」「によって」のような
形式等がある。文脈の中でどの複合辞を用いるのが適切かを検討するよ
うな授業展開も考えうるだろう。日本語教育の分野での研究の蓄積をふ
まえつつ、また、他の資料における複合辞の使用状況も考慮し、複合辞
の国語教育の場での有効な扱い方についてさらに検討を深めたい。  
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く」のみで、「といえども」のような係助詞相当のものはみられなかった。  
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等の中で多用されている。例えば、「における」は 33.2％、「に際して」は
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少ないが、例えば「ざるを得ない」は 16.4％が「特定目的・国会会議録」
での用例であり、硬質な話し言葉としての使用が多いことがうかがえる。  
xii 渡辺（2016）で国語・算数（数学）・理科・社会の教科書における複合辞の
使用状況を BCCWJ のデータを用いて調査したが、小学校教科書において
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